
静岡県教育委員会

議事録

令和５年度 第２回臨時

12 月 11 日（月）
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静岡県教育委員会教育長 池上重弘は、

令和５年 12 月 11 日に教育委員会第２回臨時会を招集した。

１ 開催日時 令和５年 12 月 11 日（月） 開会 17 時 00 分

閉会 17 時 15 分

２ 会 場 教育委員会議室

３ 出 席 者 教 育 長 池 上 重 弘

委 員 藤 井 明

委 員 伊 東 幸 宏

委 員 小野澤 宏 時

委 員 天 城 真 美

事務局（説明員） 水 口 秀 樹 教育部長

塩 﨑 克 幸 教育監

吉 良 光 陽 理事（新図書館担当）

本 多 伸 治 参事（学校教育担当）

井 出 好 彦 教育総務課長

賀 知 治 教育ＤＸ推進課参事

上 原 啓 克 財務課長

内 山 成 一 教育厚生課長

山 川 和 成 教育施設課長

澤 木 孝 義務教育課長代理

井 島 秀 樹 高校教育課指導監

高 橋 和 彦 特別支援教育課長

藤ヶ谷 昌 則 社会教育課長

室 伏 伸 明 静東教育事務所長

杉 山 禎 総合教育センター所長

山 内 小百合 中央図書副館長

４ そ の 他

（１） 第 30 号議案は可決された。

【開 会】

教 育 長： ただ今より、教育委員会定例会を開催する。

今回の議事録の署名は、私のほか、藤井委員にお願いする。

【非公開の決議】

教 育 長: 議案の審議に入る前に、本臨時会の議案の取扱いについて諮る。

第 30 号議案は議会提出前案件のため、非公開としたいが、異議はあ

るか。
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全 委 員： 異議なし。

教 育 長： それでは第 30 号議案は非公開とする。

会議の非公開）

教 育 長： 会議を非公開とする。傍聴人は退席願う。

＜非＞第 30 号議案 令和５年 12 月県議会定例会に提出する議案

教 育 長： 第 30 号議案「令和５年 12 月県議会定例会に提出する議案」につい

て上原財務課長より説明願う。

財 務 課 長： ＜議案について説明＞

教 育 長： 質疑等はあるか。

藤 井 委 員： 議案に異議はないが、質問がある。ＤＸハイスクール推進事業費は、

当初の予算に組込まれていなかったが、国の方針に基づいて年度内に追

加事業としてやる必要がある。しかしながら、実質、繰越明許扱いで年

度内には何もできないということか。

財 務 課 長： ＤＸハイスクール推進事業費は、国が補正予算で、新規事業として作

ったもので、このタイミングで県も計上する。このタイミングでは、年

度内に全ての事業を完了することは困難であることが想定されるので、

予め、繰越明許費を取っておく。

教 育 長： 藤井委員の御質問は、そもそも来年度行う予定として県教育委員会は

考えていたのかということでよいか。

藤 井 委 員： そうである。

財 務 課 長： 今回の補正の事業は３件ある。県立学校等修繕費と県立学校等長寿命

化事業費は例年やっている事業で、令和６年度当初予算で計上する予定

であった箇所を前倒しで実施するもの。ＤＸハイスクール推進事業費は、

前倒しではなく、今回このタイミングで始めるものとなる。

藤 井 委 員： ＤＸハイスクール推進事業費は、具体的には何をやるのか。

高校教育課指導監： 年末になって、文部科学省から新しい事業として話があり、実施要

領等は来年１月以降に示される予定である。内容としては、ＩＣＴ機器

の整備で、１校あたり 1,000 万円として、全国で 1,000 校に整備すると

いうもの。その他、専門高校の高度な実習設備の整備、専門人材の派遣

委託費等も含まれる。全国 1,000 校と本県の県立高校の数の割合で、概

ね 20 校と定め、２億円を計上している。具体的には、ハイスペックな

パソコンを使って画像処理や仮想現実等を学んだり、３Ｄプリンターに

よる物作り、ロボットアームで専門教科を更に深めるというような授業

を想定しているが、まだ実施要領が来ていないので、企画を練ることが

できていない状況である。

藤 井 委 員： 実施要領が来ていないので中身はわからないが、新規に枠が取れるの

で、それを利用してＩＣＴの整備をするということだと思うが、予算と

はなにかと疑問に感じる内容である。本来は、目的があって、どのよう

に実施していくのかを考えたうえで予算を取るというものだと思うが、
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今回は予算があって枠を取りに行くという形になっている。

教 育 長： そういったことではあるが、本県の中にも、よりハイレベルなＩＣＴ

環境へのニーズもあったため、今回手をあげるものであり、何もないの

に無理矢理行うものではない。

藤 井 委 員： 反対しているわけではない。

伊 東 委 員： 具体的な事業内容は聞いたが、どの高校に配置するのかということに

ついて、高校から提案を集めるのか。どのように決めていくのか。

高校教育課指導監： 例えば、専門高校において、事業を通じて大学等と連携した、より

高度な専門教科指導の実施といったこともあげられている。現段階では、

どの学校ということで固定していない。学校からの要望を踏まえながら

予算を有効に活用できるよう考えていきたい。

伊 東 委 員： 20 校という説明であったが、例えば 30 校になっても良いのか。

高校教育課指導監： 予算上は 20 校で２億円となっている。30 校になったということで３

億円は認められない。

伊 東 委 員： 予算内で 20 校以上が可能かという質問である。

高校教育課指導監： 1 校 1,000 万円を上限とすることとなっているため、例えば、２億円

を 85 校で使うということはできない。

伊 東 委 員： 20 校が 25 校や 30 校になってもかまわないのではないか。

高校教育課指導監： １校 1,000 万円は変わらないので、25 校で２億 5,000 万円とはなら

ない。

伊 東 委 員： 予算の上限の中でという話である。

教 育 長： 例えば、1 校あたり 500 万円で 40 校ということはできないのかとい

う質問だと思う。

教 育 監： 国の事業であるため、今後、要綱が出てきたら、学校でどのようなこ

とをやるのか企画書のようなものを国へ提出して審査を受ける。提出し

た内容によっては査定で 1,000 万円が 850 万円へ減額されるということ

もあり得る。したがって、予算の中であっても、20 校を 30 校に増やす

ということはできないと思う。

教 育 部 長： 文部科学省の考え方は、全国で約 5,000 校あり、今年度は 1,000 校

で最終的には５年間かけて 5,000 校実施する計画。文部科学省としては、

おそらく配分という考え方で県に対して予算措置してくると思う。した

がって、概ね静岡県は 20 校が想定される。1 校あたりの最大額は 1，

000 万円であるため２億円を計上し、年次ごとに実施して５年で 90 校

を整備したいと考えている。

伊 東 委 員： 最初の 20 校の選定方法は難しいと思う。

教 育 長： 要綱が出たら考えていきたい。

藤 井 委 員： 感想になるが、国の予算によるものであり仕方がないが、もう少し合

理的にやる方法があるように思う。是非、自由度の高い対応をお願いし

たい。

教 育 長： 他に質疑等はあるか。

全 委 員： （特になし）
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教 育 長： 本案について、原案のとおり可決することに異議はないか。

全 委 員： （異議なし）

教 育 長： 第 30 号議案について、原案のとおり可決する。

教 育 長： 以上で、本臨時会の議事は全て終了した。

これをもって、令和５年度第２回教育委員会臨時会を閉会とする。


